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８月の古紙回収予定日【第１・３火曜日】 

２日（火） ・ １６日（火）   

   ◎当日の午前中に、芳養公民館前の駐輪場スペースに出してください。 

   ◎回収できるものは雑誌・新聞・ダンボールです。 

   ◎必ず紙ヒモでくくってください。  
  

   ※回収日以外は、回収できませんので持ち込まないでください。              

芳養地区盆踊り大会中止のお知らせ  

 例年8月に開催しています「芳養地区盆踊り大会」は、新型コロナウイルス感染症拡大防止及び

来場される皆さまの健康と安全を最優先に考え、残念ながら今年も中止することになりました。 

 盆踊り大会を楽しみにされていた皆さまには、大変申し訳ございませんが、ご理解のほどよろ

しくお願い申し上げます。  

第６７回 田辺市美術展覧会（市展）の開催と出展作品募集について 

■会   期：◇第１期 10月 ７日（金）〜10月 ９日（日） 書・彫塑・生花の部 

       ◇第２期 10月14日（金）〜10月16日（日） 洋画・写真・工芸の部 

■場所、時間：紀南文化会館 ９時〜17時 ※各期最終日は16時まで 

■募 集 作 品 ：書・彫塑・生花・洋画・写真・工芸 ※１作品につき500円（高校生は学生証等を掲示で無料） 

■応 募 方 法：作品の応募方法、応募資格等については、文化振興課までお問い合わせください。 

■そ の 他：新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を行った上で開催します。 

 （感染が拡大した場合、無観客開催とする場合があります。） 

■お 問 合 せ：〒646-0028 田辺市高雄一丁目23－１ 田辺市教育委員会文化振興課 

       電話：0739-26-9943（直通/平日8:30～17:15）までお問い合せください。  

 今月は、芳養谷でのスマホ講座を開催します。スマホ

本体やＬＩＮＥの基本的なことが主な内容となっていま

す。スマホを買ったものの、使い方やＬＩＮＥのことが

いまいち分からない、難しいと感じる方におすすめで

す。 

 また、今回は地域を広げて、芳養谷（芳養、中芳養、

上芳養）での開催となっています。スマホ講座をきっか

けに、他地区の方との交流もできる機会となっています

ので、ぜひご参加ください。 

申込期間：８月１８日（木）～８月２５日（木） 

※お申込みは、上記期間中に公民館へお電話いただく 

 か、直接窓口へお越しください。 

 ＴＥＬ（０７３９－２２－１４２９） 

※土日祝は公民館はお休みです。 

⇦ 開催内容はこちら！！ 

 ７月４日（月）から８日（金）までの期間、芳養

公民館の玄関ロビーに七夕の笹飾りができるコー

ナーを設置しました。  

 そして、今年も大坊小学校の子どもたちが短冊に願い事を書いてくれました。子どもたちのい

ろいろな願いに、公民館に来られた地域の方は興味津々でした。 

 また、芳養保育所から頂いた笹飾りも展示させていただきました。園児一人

一人の願い事と、元気いっぱいの飾り付けは、公民館のロビーを華やかにして

くれました。 

 その他にも、公民館を利用される子どもたちや大人の

方々が『願い事』や『夢』を短冊に書いて、笹に飾り付け

をしてくださいました。 

 やはり「新型コロナウイルス感染症が早く収まってほし

い」という願いが一番多かったように思いますが、その他

にも、将来なりたい職業や習いごとの目標など様々な内容が書かれていまし

た。少しでも七夕の雰囲気を味わってもらうことができたのではないでしょ

うか。 

 参加していただいた皆さま、ありがとうございました。 



芳 養 小 学 校 大 坊 小 学 校 明 洋 中 学 校 
「自主・自律・連帯」８月号 

～ 夏本番 ～ 

◇田辺・西牟婁中学校総合体育大会結果 

 ７月９日～１７日、田辺・西牟婁中学校総合体育大会が行われ、本校の

生徒たちも練習の成果を発揮し頑張りました。主な成績を紹介します。 
〇バスケットボール 

 女子 優勝  

〇ソフトテニス 

男子個人 ５位 小谷蒼偲・圓山秀士ペア  

     ５位 高垣光正・山本朔矢ペア  

〇陸上競技 

３年男子２００m走 ５位 岡本侑樹   

３年男子８００m走 ３位 辻 俊作  

〇剣道 

男子個人 濱口大生 ５位 

〇体操競技 

男子個人  

  個人総合 １位 紺岡博吾 ２位 大西壮汰 

  あん馬  １位 紺岡博吾  鉄棒 １位 上仲悠斗 

  跳馬   １位 紺岡博吾  ゆか １位 紺岡博吾 

女子個人 

 個人総合 ２位 後藤優日  跳馬１位 後藤優日  

〇柔道 

女子団体 優勝  

女子個人 

  70㎏超級 １位 中田彩音  57㎏級２位 藤田 歩 

  52㎏級   １位 中田 奏  40㎏級１位 南香有希 

 男子団体 優勝 

男子個人 

90㎏超級１位 桑木光久 90㎏級１位 横山太海 73㎏級１位 桐山  剛  

◇令和４年度学社融合推進協議会について 
＊目的 

学校と保護者、地域の皆さんがともに知恵を出し合い、学校運営
に意見を反映させることで、一緒に協働しながら子どもたちの豊か
な成長を支え「地域とともにある学校づくり」を進める。 

 ＊メンバー 
   会 長 山﨑和典  （学校支援者） 
   副会長 横尾奈津希 （育友会長） 
   委 員 中西ひとみ （西部公民館長） 
   委 員 小川 鏡  （芳養公民館長） 

委 員 白井 浩  （学校支援者） 
委 員 中嶋正夫  （西部補導委員会長） 
委 員 熊野雅仁  （地域指導者） 
委 員 濵本逸子  （主任児童委員） 
委 員 塩路隆人  （学校長） 

以上の皆さんになります。よろしくお願いします。 

夏本番、暑い日が続いています。地域の皆様方、保護者の皆様方におか
れましては、お体に気をつけてお過ごしください。 
さて、明洋中学校では１学期も終わり、夏休みに入りました。１・２年

生は部活動が新チームになり、新しいキャプテンのもとスタートを切りま
した。また３年生は部活動が終わりそろそろ入試モードに切り替える時期
となってきました。夏休みですが、生徒にとってはいろいろと忙しい休み
になりそうです。 

清く 高く のびのびと ８月号 

～子どもの姿に成長が見える学校をめざして～ 

 ７月20日に一学期の終業式を無事行うことが出来ました。やっとコ

ロナも落ち着き子ども達も楽しい夏休みを過ごせそうだと思っていた

ところ、急に感染拡大が起こりました。これからも、今までしてきた

手洗い、マスク、消毒といった基本的な感染予防を心がけていきたい

です。  

きれいになったよ ありがとう ～祇園神社の清掃に参加～ 

 ７月１日（金）は、いいお天気でした。毎年この日は、地区の清掃

があり、皆さんが道の草刈りやお掃除をしてくれています。今年も残

念ながらお祭りはなかったのですが、神社のお掃除に全校児童で参加

させていただきました。子どもたちは、一生懸命落ち葉集めや草引き

等をしました。 

 トイレ掃除をしていた方から、「みんなでしてくれて、きれいに

なったよ、ありがとう。」と言っていただきまし

た。清掃後にジュースをいただきました。祇園神

社からのきれいな景色を見ながら飲んだジュース

は、とびっきりおいしかったです。 

泳げるようになりました ～坂口先生の指導をうけて～ 

 県のエキスパート事業を使って坂口なおみ先生に水泳を指導いただ

きました。１・２年生と３年生以上に分かれて授業を受けました。坂

口先生は、高校１年生の時日本一になられたそうで、楽に速く泳ぐ姿

に「すごい。」と見とれてしまいました。３

年生以上の児童は主にクロールを教えていた

だいたのですが、手の動かし方や息継ぎに入

るタイミングなどを教わると、泳ぎが変わり

ました。 

 コロナ感染症拡大予防のため昨年度は活動を見

合わせていた地域活性化部会の活動を一年半ぶり

に再開できました。この日は高木英子さんに、サ

ンドアートを教えていただきました。 

 自分が選んだ４色の砂を入れ物に優しく重ねて

入れていくと、きれいな模様になっていきます。 

 砂を入れ終わると、今度は真ん中に思い思いの造

花を飾りました。 

 砂の入れ方、造花の入れ方でも個性が出

て、どの作品もステキに仕上がりました。

地域の皆さんとワイワイできて、楽しい時

間でした。 

サンドアート ～学社融合推進協議会 地域活性化部会の活動より～ 

８月号 

目標を持ってチャレンジ 

 １学期、様々な行事や取組を

通して、子どもたちのいきいき

とした姿や頑張る姿をたくさん

見ることができました。学校で

は、遠足、運動会、プール水泳な

ど、学校行事はもちろんのこと、

すべての教育活動において目標

を設定し、学級集団づくりや子

どもたち個々の成長につながる

ように努めています。なかなか難しいことですが、目標をいかに子どもた

ちに意識させ、やる気につなげるかがとても大事なことだと思います。 

 

 先日、ある新聞で『エベレスト「登頂」』と題した８４歳男性の投稿が

目に止まりました。エベレストに登頂したといっても、実際に山に登った

わけではなく、登ったのは家の近くにある１００段の石段。日頃、散歩の

途中で足腰を鍛えようと登っていた高さ１５ｍの石段を、今年は７大陸最

高峰を順次登ろうという大きな目標を持って登り始めたという内容です。 

 まず目指すはエベレスト。８８４８ｍは途方もない高さに思えたといい

ます。しかし、途中から「ん！これは何とかなりそうだ。」と思うように

なり、４か月ほどで石段を５９０回登り、エベレスト登頂を成し遂げます。

そして、今は、次の目標、南米のアコンカグア６９６１ｍの頂を目指して

いるとのことです。 

 

私はこの投稿を読んで、目標を持つことの大切さを改めて感じました。

と同時に、１００段の石段を学校坂道に置き換え、芳養小学校の子どもた

ちも、毎日学校坂道を歩いて登校することで、エベレスト登頂が達成でき

るのではないかと考えました。 

芳養小学校は海抜約３７ｍ。学校下からの高さは約３０ｍと考えて、こ

れを毎日登ると、２９５日でエベレストの高さまで登ったことになりま

す。年間の授業日は約２００日ですから、約１年半で、エベレスト登頂が

達成できることがわかりました。何気なく過ごしている日常生活も、この

ように新たな視点で見つめ直すと、ちょっと元気が出てきます。 

何かに向かって挑戦しているときは、充実した自分に出会えます。継続

して頑張ることで自分に自信がもてます。目標を持ってチャレンジする向

上心をもった子どもたちに育てたいですね。 

夏休みは「学校を離れ、家庭や地域で学ぶ期間」です。時間的に余裕の

ある夏休みだからこそ各自で何か継続的に挑戦できることを決め、「最後

までやり切った。」という達成感を味わってもらいたいと思います。 


